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'
第
三
次
五
'ヵ
蕾
計
画
め
#

ば
を
通
え
％
吖
@:
茏
済
は
: '
-
本
年一 :

亦
初
頭
に
終
， 

え
た
戴
三
期
全
国
人
民
代
表
大
会
で
周
1

来
も
^ :
ベ
：た
ょ
^

に
、
か
の
停
滞
を 

脱
し
、

〗

.大
蹯
進
前
.(

ー'九
五
ゼ
年)

へ
段
階
_に
加
え
て
順
調
な
発
展
.を
.つ
3

け
て 

い
る
。
：五
種
経
'

k

の
社
会
お
扇
敗
改
造
、
前
資
本
主
義
乳
.；資
本
主
義
的
諸
企 

業
の
社
会
主
義
的
国
営
：

c

止
業
、)

公
私
共
営
，
集
団
的
企
業
化
が
ほ
：ぼ
終
了
し
そ
：
 

約
一
〇
申
、
社
会
主
義
的
再
生
産
軌
道
も
確
立
し
、経
済
の
計
画
化
'和

、
種

、
々

の
. 

困
難
を
越
え
て
実
現
_し
、
漸
く
安
定
し
た
経
済
発
展
テ
ム
ポ
が
.生
じ
ょ
ぅ
'と
し
• 

て
い
る
今
日
、
そ
め
^

♦
主
義
^
済
を
^

えV
.

い
る
諸
社
会
主
義
企
業
の
，性
格
；
 

と
形
態
、
独
立
採
算
性
に
も
と
づ
く
経
営
管
理
研
究
が
日
程
に
上
ら
ざ
る
を
え 

な
い
。
日
に
.日
に
新
し
.く

建
設
さ
れ
て
ゆ
^

^
会
主
義
経
済
の
構
造
、計
画
化
：、、
 

国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
と
投
資
配
分
,

原
価
算
定
と
、
そ
の
発
展
を
め
ぐ
つ
て
論
. 

題
は
増
す
は
か
り
で
あ
る
ガ
こ
れ
ら
固
民
経
済
的
視
角
.ヵ
ら
の
r

研
究
に
対 

し
て
個
別
企
.業
.の
立
場
か
ら
な
さ
れ
る
研
究
は
、
-特
に
中
囯
に
お
い
て
は
余
り 

多
く
な
か
つ
た
。.
ソ
ビ
エ
ト
の
企
業
経
済
学
研
究
に
比
し
て
、
中
国
経
済
の
社

:会
主
義
経
済
の
歴
史
€>
;
浅
.さ

と

、
.そ
の
.改
造
過
程
の
課
題
の
中
国
的
独
自
性 

(

公
私
共
常
、
公
社
化
、
定
息
問
題
な
ど
に
集
中
的
に
現
わ
れ
た)

が
、
あ
の
広
地 

域
を
蔽
ぅ
に
至
，っ
た
〃
社
会
主
義
企
業
"

の
法
則
性
.を
.取
上
げ
る
い
と
ま
を
夸 

え
な
：か
っ
た
の
で
あ
る
。

従
.
'っ
て
、
こ
こ
に
联
上
げ
た
.一
一.

つ
の
書
物
は
そ
，れ
ぞ
れ
の
分
野
で
極
め
て
貴 

'重
な
労
作
で
あ
り
、：

本
来
な
ら
別
.の
機
会
に
考
察
さ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
利
潤
，
 

論
争
、
社
会
主
義： §

計
画
価
格
と
原
価
•
労
働
支
出
計
算
、
経
済
効
率
論
な
，
 

-ど
厂
個
別
企
業
と
国
民
経
済
と
を
結
ぶ
多
く
の
重
要
な
問
題
が
ソ
ビH

ト
社
会 

‘

義
経
済
©,
下
で
論
讓
务
れ
て
：い
る
折
柄
、
あ
え
て
中
国
の
社
会
主
義
企
業
の 

:

問
題
.ど
し
て
共
に
取
上
げ
さ
せ
て
戴
く
こ
と
：に
し
た
。

儀

，
我

壮

ー
.
.郎
氏
は
、
す
で
に
先
著「

現
代
中
国
の
企
業
形
態」

(

森
山
§
畠
、

一
 

，
九

逆

九

年

)—

に
お
い
て
、「

中
国
の
各
種
の
資
本
主
義
企
業
の
全
人
民
的
所
有 

，制
に
も
と
づ
く
国
営
企
業
へ
の
転
化
過
程
、.
農

業•

手
工
業
等
の
小
商
品
経
済 

の
集
団
的
所
有
制
に
も
と
づ
く
協
同
組
合
へ
の
転
化
過
程
、
.協
同
組
合
か
ら
人 

.

.民
公
社
へ
の
移
行
過
程
の
実
証
的
，
理
論
的
検
討
を
通
じ
て
、
社
会
主
義
へ
の 

移
行
V

社
会
主
義
建
設
の
一
般
的
法
則
と
、
中
国
に
お
け
る
歴
史
的•

民
族
的 

特
殊
性
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
よ
ぅ」

と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
特
に
合
股
を 

，中
心
と
し
た
.‘中
国
の
特
殊
な
企
業
形
態
と
そ
の
社
会
主
義
企
業
べ
の
_

化
、
公 

私
共
営
化
過
程
.及
び
農
業
部
門
の
集
団
的
企
業
化
の
各
段
階
と
そ
の
転
化(

移 

行)

分
析
の
高
い
■理
論
水
準
が
特
徴
で
あ

っ
た
。
以
後
五
年
を
経
過
し
て
更
に 

公
け
に
さ
れ
た
本
書
、「

中
国
に
■お
け
る
社
会
主
義
企
業」

に
お
い
て
は
、

社 

:

会
主
義
企
業
形
成
の
原
型
を
.革
命
根
拠
地
、，
辺
.区
、
解
放
区
に
求
め
、
.
そ
れ
ら

.
を
社
会
主
義
企
業
の
先
駆
的
形
態
と
し
て
.検
証
す
る
こ
と
か
ら
、.
中
国
経
済
の 

社
会
主
義
化
を
、
歴
史
的
，，
1 1

論
的
に
解
明
し
、.
更
に
そ
の
路
線
の
.上
で
高
級 

合
作
社
r

人
民
.公
社
化 

'

(

中
国
独
自
の
社
会
主
義
企
業
形
態)

と
そ
の
整
備 

を
追
究
し
て
：.
.
.他
.の
社
会
主
義
体
制
の
下
に
お
秒
る
社
会
主
義
企
業
形
態
と
:% 

比
較
し
つ
つ
、
そ
の
中
核
を
明
ら
か
.に
し
よ
う
と
す
る
。
：更
に
第
一
'一.部
で
は
、
 

中
国
の
国
家
資
本
主
義
の
特
、質
と
国
営
企
業
化
と
そ
©

管
理
の
中
国
的
特
質
、
 

自
力
更
生.〈

社
会
主
義
的
エ
業
化〉

と
国
際
的
分
業
の
課
題
を
果
そ
う
と
企
囪 

.さ
れ
て
，
い

る

。

.'

ー4
部
七
韋
一::ー
十
三
節
に
収
め
ら
れ
た
各
項
目
.と
論
理
の
全
体
に 

.
ふ
れ
.る
と
と
は
出
来
な
い
へ
の
で
、
特
に
関
心
の
深
い
い
く
つ
か
の
^

を
あ
げ
て 

ふ
私
て
み
：た
い
:'
0

■

,

一
 

I

序
章
に
ぁ
た
る「

解
放
区
|-
お
け
る
社
会
主
義
企
業
の
先
駆
的
諸
形 

態」

へ
.に
扱
わ
れ
て
：い
る
課
題
：
：
土
地
改
革
を
背
景AJ,

し

た

労

働

力

.の
組
織
化
ハ 

ニ
の
具
休
的
形
態
を
詳
細
に
明
节
が
に
し
：矣
と
ぇ
ば
変
エ
：
札
エ)

、
.:
':
そ
の
_
 

琅
的
性
格
、.
社

会

主

義

的

協

同

化

：
へ
：の

展

望

〖

政

府
.(

解
放
区)

.：©
稹
極
的
指
，
 

導
、：
援
助
へ
の
.奮

か

ら
"

旧
来
の
伝
承
的
.方

法
..
,

(

中

農

中

心

の

自

本

：の
：ゆ

V

の
：
 

a

う

な)

i

明

確

に

区

別

し

て

、

,'
そ

の

貧

農

中

心

的

組

織

亦

の

特

質

泛

可

能

性
 

と
を
剔
抉
す
る
こ
と
；で
解
放
区
の
社
会
主
義
的
本
質
を
«

ら
か
杧
し
た
点
.：は

、
.
：
： 

..

.中
国
経
済
の
社
会
主
蒸
経
済
へ
：の
移
§

程
を
分
析
す
^
.た
龙
の
#

常
に
銳
: ̂

视
角
で
あ
'ろ
.う
。'
と

こ

：
に
：は

又

、
富

農

‘

農

業: ^
^

::
'
.
'犋

斜

の

：
極

；
め

V

妥
当
な
理
解
^

.
中
国
経
済
の
'社

会

主

義

人
：：

の

過

渡

期

H

拉

け

，
： 

る

位

置

づ

：
け

が

な

さ

れ

て

。

い
：：

る

。.，
辺

地.に

お■け
;？
,
^

業
の
発
展
と
、
国
営
商
業
を
結
び
、
重
要
な
役
割
を
果
し
た
国
営
経
済
に
お
け 

る
銀
行
の
役
割
と
そ
の
性
格
の
解
明
が
一
九
四
九
年
以
後
の
分
析
に
与
え
る
重

書

評

さ
.を
.評
量
す
る
と
き
、
.
こ
の
序
章
の
価
値
は
論
文
と
し
て
発
表
さ
れ
た
時
か
ら 

書
物
に
収
め
ら
れ
て
い
る
今
も
、：

一
般
に
未
だ
理
解
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
ぅ
に 

す
ら
思
わ
れ
る
:0
'
:

&

過
渡
期
の
問
題
に
0
い
て
：，

周
知
.の
如
く
、-
"
資
本
主
義
か
ら
社
会 

主
義
へ
' 
の
過
渡
期
"
す
な
如
ち
社
会
主
義
的
再
生
産
軌
道
が
確
立
す
る
に
至
る 

ま
で
.を
過
_渡
期
と
み
、，
社
会
主
義
第
一
段
階k

は
そ
れ
固
有
の
経
済
法
則
が
存 

在
す
る
と
い
.ぅ
ソ
ビ
エ
ト
的
な
見
方
に
対
し
て
、
：
陶

鋳

の「

過
渡
期
の
法
則
の 

問
題
に
つ
い
て
.の
吟
味
1-
'(「

人
民
日
報」

，一

九
六
〇
年
八
月
五
日)

吳

璉

「
社
会 

:

主
義
社
佘
の
過
渡
的
性
格
,-
.
.

(「

経
済
研
究」

.

.一
九
六
Q
年
第
五
期)

等
に
よ
る

新 

し
い
中
国
的
見
解
が
：あ
ら
わ
れ
た
。
:

.

:

.

:

.

著
：者
は
、
バ
そ
れ
.よ
り
先
、
\
一
 

九
五
1
ー
一
年
に
李
富
春
が「

中
華
人
民
共
和
国
の 

成
立
‘か
ら
社
会
主
義
的
改
造
，の
，基
本
的
な
達
成
ま
で
が
.一
つ
の
過
渡
期
に
当 

，る」

と
い
'ぅ
毛
沢
東
の
指
摘
，を
引
用
し
、：
又
.中
華
人
民
共
和
囯
憲
法
.の
前
文
に 

'は
'.
'
'
'
:

「

中
華
人
民
共
和
国
の
成
*:
か
ら
社
会
主
義
の
建
設
を
な
し
と
げ
る
ま
で
、
 

と
.の
：期
間
.は
過
渡
期
で
あ
る」

j

と
規
定
し
て
い
た
.(

六
；
頁
>
.と
し
、

ま
ず 

「

資
本
主
義
か
ら
.社

畫

義

：
へ
：
の
：
過

渡

期

と

は

、

.人
民
民
主
主
義
独
裁
：な
い
し 

プ

P
レ
タ
'リ
，ア
.
1ト

独

裁

め

：
も
.と
で
.：'
:残
存
す
る
資
本
主
義
的
諸
要
素
を
社
会 

主
義
忆
変
化
せ
し
..め
る
時
期
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
中
国
に
つ
い
て

も

資
本
主 

，義
§

:

か
.あ
社
会
主
義
社
会
へ
の
過
渡
f

M

す
る
：|
部
の
覓
解
は
誤
り
：で
あ

 

'
る
^

^
明
確
な
限
定
を
与
え
ら
れ
石(

S
1
貸

)

。
そ
し
て
許
滌
新
め『

中
国
過 

.
波
期
国
民
経
済
の
分
析』

；.の
初
版
か
ら
再
版
.へ
の
見
解
の
、発
展
の
：例
を
び
い
て 

"
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
"

と

"
社
会
主
義
か
ら
i

主

義

.へ 

の
過
渡
期
，"

の
ニ
つ
の
時
期
を
区
分
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、「

資
本
主
義
か
ら

八

：
五

：
:-(

七

七

名



共
産
主
義
へ
移
行
す
る
全
歴
史
時
期
に
お
：い
；て
は
> 
社
会
主
義
'と
資
本
主
義
：の. 

1
1

つ
の
道
.の
'闘
争
が
存
在
.じ
.
.て
：い
泛
ャ
ニ
-

九
六
ニ
年
第
八
期
十
中
総
会
コ
.、-ユ
；
..
 

:
ユ.：ヶ)

：
の
：で
、
'「
社
会
主
義
自
体
が
.独
立
.し
た
社
会
構
成
体
で
は
な
ど 

る
呉
璉
ゾ
陶
鋳
に
代
表
さ
れ
る
中
国
の
新
見
解
を
解
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
：見 

解

は

.

「

過
渡
期
の
到
達
点
を
：社
会
主
義：，(

蓮
主
義
の
低
次
：の
段
階)

'と
、み
.な 

す」

：ソ
連
'の
指
導
的
見
解
と
の
重
大
な
差
興
を
有
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ(

六
.

七

. 5
:,
'
そ

れ

；
に

ょ

っ

て

>
〃
資
本
主
義
の
^

©

"、
"
砠
双
1

の
顕
在
化
"
の
ヰ 

>

能
性
が
.未
だ
こ
の
殷
階
に
お
い
て
は
実
在
す
る
と
す
る
論
理
の
基
盤
の
解
明
が 

与
1

ら
れ
る
。
.,
こ
0
解
明
は
、
，利
潤
論
争
；，
資
本
主
義
復
活
に
か
ら
む
中
ソ
見 

解
の
対
立
> 
理
解
の
鍵
で
あ
り
;:
.
'
_
:
今
秋
現
代
中
国
学
会
太
会
の
共
通
論
題
、：
第 

一
段
階
疙
お
け
る
階
級
の
問
題
究
明
の
出
発
点
と
も
な
る
わ
け
で
あ
る
。
-

^

.!

又
、:-
沈
志
遠
の
、
.
-?
^
 ̂

ぁ 

- .
っ
た
と
：.い
.ぅ
結
論
を
く
つ
が
ぇ
す
こ
と
ゲ
く
、
現
在
の
過
渡
期
が
資
本
主
義
か 

.
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
で
あ
.る
と
わ
れ
わ
れ
は
主
張
す
る」

：.と
い
ぅ
一
部
の
、
 

人
々
へ
の
解
明
.

(「

過
渡
期
に
お
け
る
総
路
線
に
つ
い
て
の
越
本
的
認
識」

——

'
■'
:
;

『

中
国
取
命
の
理
論』v

上
巻
八
八
彳
八
九
頁)

、
の
引
用
.は
深
い
示
唆
令
わ
れ
わ 

ぐ.

：
'.

れ
K

与.

え■.

る
。

 

.ニ
：
：
：
.：-
.
'
.
.
.
:
:
.
.
-
.
.
'

I n

農
業
の
社
会
主
義
化
の
—

般
的
法
則
と
.「

中
国
型」

の
特
質
V

'
資
本

主
義
的
企
業
な
い
し
は
前
資
本
主
義
的
小
経
営
の
.社
会
主
義
企
業
へ
の
：転
化
に
.

:

お
け
る1

般
法
則
は
如
何
に
理
解
^
る
べ
き
か
、
.
と
い
'ぅ
問
題
，
す
な
わ
ち
、：

U

つ
の
パ
社
会
主
義
的
所
有
形
態
の
形
成
に
お
'け

る

..一

 

般
法
則
と
、；「

各

国

の

具. 

体
的
条
件
に
応
じ
.た
創
造
的
適
用」

.
1

(

七
一
.一
頁)

の
整
理——

中
国
型
、

東

欧

.■ 

.型
，
，ソ
ビ
'ェ
ト
型
の
図
解—

(

七
.四
頁)

は
、：「

多
数
社
会
主
義
国
の
原
理」

(

中
国
.の
対
ソ
書
简)

',
が
.要
請
さ
れ
る
現
段
階
に
.
'お
け
：る
有
効
な
理
論
的
収
獲
と 

い
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。
ヴ
ヱ
ト
ナ
ム
共
和
国
、
朝
鮮
圮
主
主
義
人 

民

共

和

国

な

ど

が

後

進

国

と

し

：
て

中

国

奶

，の
，農

業

^1
-
会

主

義

化

過

程

‘を

と

る

と 

の

解

明

に

，
つ
：
い

て

.、
全
面
的
に
同
感
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

中
国
の
協
同
化
.の
必
要
性
と
可
能
性
の
国
際
的
特
徴
も
又
、
'論
理
的
に
明
快 

.か
う
貴
童
な
指
摘
.で
あ
.る
.。.
.
'
.
'
:
.

ぐ：

. 

；
.
•

:■
■•

. 

一
IV
..
.人
民
公
社
©
体
制
整
備
_
:■
-
.著
者
は
す
で
に
前
箸
に
；お
い
.，て

、

互

助

組 

か
ら
初
級
合
作
社
、
高
級
合
作
社
.へ

.<
D
秦
行
過
程
V
.

(

速
続
革
命
と
発
展
段
階
論) 

を
、：

そ
'の
.企
業
の
.構
造
と
生
產
諸
手
段
の
所
有
形
態
と
か
ら
論
理
的
に
解
明
さ 

:

れ
て
き
た
。
'
そ
の
：、
更
に
公
社
段
階
に
お
け
'る
：展
開
と
し
て
、
第
一
一
章
、第
三
章 

は
、
.所
謂
么
社
化
.の
必
然
性
、>
そ

の

"
ゆ
き
す
ぎ
"
、そ
の
：体
制
整
備
と
発
展
方 

向
.をV

個
別
具
体
的
か
つ
理
論
的
に
検
証
し
、
も
っ
て
特
殊
中
国
型
社
会
主
義 

企
業
形
態
と
し
て
の
：公
社
の
体
系
的
解
明
に
肉
迫
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

公
社
が
：「

社
会
主
義
の
全
歴
史
段
階
に
お
け
る
、
社
会
の
基
本
的
下
部
組
織
で 

.あると

」

ともに，ま来の共

^
ま
義
に

'お

け

る

せ

^

の

基

本

的

下

部

組

織
 

に
も
な
り
ぅ
る
も
の
.：
で
^

^』

；(

廖
魯
言*r

中
国
の
.農
業
集
団
化」

M
週 

報
” 

'
1
九
六
三
、1

.

一
、
五
7 ( I

八
〇
頁
.

)

と
い
ぅ
時
、，：
そ
れ
自
体
の
こ
れ
か 

ら
め
発
展
と
.
.体
系
的
整
備
が
:-
'
.更
に
研
究
の
体
系
化
を
お
し
す
す
め
完
結
.に
至 

ら
し
め
る
で
あ
ろ
ぅ
。

¥

.
外
国
資
本
と
官
僚
資
本
に
属
す
る
企
業
.0
国

有

化

過

程

社

会

主

義 

経
済
の
成
立
分
析
の
.最
も
理
論
的
中
核
は
、
生
産
諸
手
段
の
社
会
化
と
そ
れ
を 

背
景
'と
し
た
社
会
主
義
的
国
営
企
業
の
形
成
で
あ
る
。
，と
.こ
ろ
で
中
国
の
ょ
ぅ 

な

..
'
半
植
民
地
的
.
‘半
封
建
的
な
経
済
構
愚
に
、
：
畸
型
的
に
外
国
金
融
資
本
支

配
'の
支
柱
と
し
て
集
積
さ
れ
た
官
僚
資
本
が
、：

外
国
資
本
と
の
買
弁
的
結
合
，の

達

し

た

と
い
わ
れ
る)

.が

.す

.で
に
解
放
区
期
か
ら
の
自
力
更
生
の
方
針
と
社
会 

下
に
中
国
資
本
主
義
の
中
核
で
ぁ
づ
た
場
合
に
、
.(

し
か
も
そ
の
後
進
性
の
故
.

.
主
義
的
エ
業
化
に
端
を
発
し
て
い
る
と
の
指
摘
か
ら
始
ま
る
こ
の
解
明
は
、
ソ 

に
、
近
代
的
大
企
菜
は
全
生
産
額
の一

〇
%
以
下
で
ぁ
り
、
国
民
所
得
の
八
〇
%
以
，

ビ

ェ.ト
の
一
国
社
会
主
義
建
設
と
自
カ
更
生
、
を
会
主
義
相
互
間
、
新
興
国
と

社
会
主
義
国
と
ぃ
ぅ
形
で
極
め
て
興
味
ぁ
り
か
っ
現
実
的
な
課
題
で
ぁ
ろ
ぅ
。

上
が
農
業
所
得
で
あ
る
よ
ぅ
な)

':
.こ
の
分
析
は
、.
移
行
の
性
格(

新
民
主
主
義
革
. 

命
と
社
会
主
義
革
命)

、
狭
義
の
過
渡
期
の
位
置
、
そ
し
て
何
よ
り
も
社
会
主
義 

経
済
の
成
立
そ
の
.も
の
の
：論
証
と
し
て
重
要
.な
役
割
を
も
つ
。
'第
一
.：

i

部
第
四
章 

第
一
節
は(

一
八
五
頁
以
下)

.'
こ

の
課
題
そ
め
も
の
，を
、

又
第
二
節
は
そ
れ
を 

.

背
景
と
し
た
民
族
資
本
の
国
営
企
業
へ
の
転
化
の
中
国
的
特
質
.

(

買
戾
政
策)

.

.(

一
九
ニ
頁
以
下)

，
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
裏
面
か
ら
説
明
し
て
-い
る
。
 

紙
数
の
関
係
か
ら
51
に
立
ち
い
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、：
よ
り
資
^

If

主
義
が
発 

達
し
、
規
模
が
大
き
く
、
国
有

V

国
営
化
し
や
す
か
っ
た
ソ
ビ
エ
.ト
に
対
す
る 

こ
の
中
国
型
の
■転
化
過
程
は
ク
後
進
国
の，一

つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
.(

ヴ
'エ
ト
ナ 

A-
共
和
国
に
も
み
ら
れ
る)

特
に
強
調
さ
れ
て
し
，か
る
べ
き
な
の
.で
あ
る
。

'

VI

自
立
更
生
と
社
会
主
義
的
国
際
分
業
.
後
進
国
に
お
け
る
経
済
の
計 

画
化
と
国
民
所
得
の
増
大
‘
社
会
的
資
本
蓄
穣
規
模
の
.拡
大
の
た
め
の
有
効
な 

.
方

策

と

して
、
.•所
謂
低
開
発
国
の
理
論
、
経
済
発
展
の
理
論
が
種
々
展
開
さ
れ 

て
い
る
こ
と
.は
，周

知

の

如

く

で
あ
る
。
計
画
的
投
資
配
分
に
よ
る
童
工
業
®
先 

.
政
策
を
打
ち
出
す
社
会
主
義
経
済
の
下
で
も
、
移
行
直
後
の
後
進
国
の
当
面
す 

る
共
通
の
深
刻
な
課
題
は
、
生
産
財
生
産
部
門
の
弱
体
の
ヵ
バー

で
な
け
れ
ば 

.
な
ら
：な
い
。社
会
主
義
経
済
移
行
前
夜
の
y
ビ
.H

ト
に
比
し
て
、資
本
の
集
中
集 

猜
の
規
模
が
極
め
て
低
か
っ
た
中
国
で
は
、
牛
産
財
生
産
部
門
、
特
に
機
械
工 

業
が
、
そ
の
半
植
民
地
的
、
資
本
輸
出
市
場
と
し
て
の
性
格
か
ら
極
め
て
弱
か 

.マ
た
。.
こ
の
弱
点
の
：克

服

(

一.九
六
三
年
に
す
で
に
機
械
の
自
給
率
は
八
〇
％
.に
，

V D

中
国
に
お
け
る
国
営
企
業
の
内
部
構
造
従
来
ソ
ビ
エ
ト
に
対
し
て 

最
も
お
く
れ
て
い
た
部
門
と
し
て
、
し
か
も
不
可
欠
の
研
究
対
象
と
し
て
の
課 

題
が
、
以
上
の
ょ
う
な
問
題
意
識
と
理
論
的
展
開
の
結
^
<
と
し
て
果
さ
れ
る
* 

「

両

参

•
一
 

改

•

三
結
合
の
原
則
が
、

社
会
主
義
的
国
営
企
業
の
管
理
に
お
い 

て
多
く
の
中
国
の
創
造
的
成
果
を
保
障
し
て
い
る」

へ
ニ
九
五
頁)

の
で
あ
る
。

野
峙
幸
雄
.氏

の『

現
代
中
国
の
経
営
管
理』

は
、「

社
会
主
義
経
営
学
の
立 

場
か
ら
、
中
華
人
民
共
和
国
の
国
^
！企
業
と
人
民
公
社
を
研
究
対
象
と
し
た
中 

国
経
営
学
、
，経
営
管
理
論
を
体
系
的
•、
具
体
的
に
紹
介」

し
、
特

に

「

企
業
形 

態

(

企
業
の
所
有
制)

，
と

経

営

管

理

(

企
業
の
生
産
関
係
の
諸
側
而)

の
両
面
か 

.ら
把
握
し
え
ら
れ
る
も
の
と
解
し
、
て
の
う
ち
の
経
営
管
理
の
特
質
を
明
ら
か 

な
ら
し
め
ょ
う」

(

ま
え
が
き)

と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
企
業
形
態
の
说
角
か 

ら
分
析
を
展
開
さ
れ
て
い
る
儀
我
氏
の
著
作
と
対
比
さ
れ
る
。
社
会
主
義
的
企 

業
経
済
学
は
、
周
知
の
如
く
ソ
ビH

ト
で
つ
と
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ 

で
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
海
道
進
氏
の『

社
会
主
義
企
業
経
済
学
の
研
究』 

(

昭

和

三

十

五

：年

)

、『

社
会
主
義
企
業
経
済
学』

が
あ
り
、

又
、

竹
浪
祥
一
郎 

氏

訳
のIT

工
業
企
業
経
済
学』

他
、
'種
々
の
翻
訳
、，
論
文
.が
公
け
に
さ
れ
て
い 

る
。
又
.、.
大
島
国
雄
氏
の
.『

ソ
ビ
エ
ト
経
済
と
独
立
採
算
制』

他
も
当
然
こ
の 

.系
列
に
あ
る
。'
:
.
中
国
に
.関
し
て
、.
単
行
本
と
し
て
は
小
嶋
正
已
氏
の『

現
代
中



国
の
労
働
制
度』

(

昭
和
三
十
八
年)

、

又
、
•上
妻
隆
栄
氏
の『

中
国
市
場
の
構 

造
的
変
革』

(

昭
和
三
十
八
年)

の
第
三
編
第
三
章
の「

計
画
価
格
の
制
定
と
価 

格
管
理」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
1
小
嶋
氏
の
こ
の
労
作
は
、
そ
の
序
文
に
平
井 

泰
太
郎
氏
が
-「
儀
我
壮
一
•郎
氏
の
貴
重
な
研
究『

現
代
中
国
の
企
業
形
態』

に 

続
く
新
人
の
出
現」
，と
し
て
評
価
さ
れ
た
、
経
営
管
理
論
の
中
国
に
お
け
る
社 

会

主

義

経

済

発

展

方

式

，に

基

づ

，く

適

用

と

そ

の

。
展

齓

で

あ

る

_か
、;;
,本
書
は
%
の 

後
の
中
国
経
済
発
展
と
経
営
管
理
‘
分
析
め
進
展
を
ふ
ま
え
て
、
更
に
体
系
化 

に
一
ふ
み
だ
し
た
も
め
と
：い
え
よ
ぅ
>
:

V
序
章
，：
経
営
管
理
め
：体
系
。
：

第

一
章
営
企
業
の
組
織
と
管
理
。.
'
:
第 

V

一

章

.中
国
経
済
の
.発
展
と
経
営
管
理
;0
.
第
三
章
国
営
企
業
の
.管
理
原
' 

則
プ
：
第

四

章

'
国
営
企
業
‘の
：
生

産

管

理

。

.

.第

五

章

';
国
営
企
業
の
労
務
管 

理
"

.
第

六

章

.国
営
企
業
の
.財
務
管
理
。

.第

七

章

.

.
人

民

公

社

の

経

営

管
 

理
。

.
か
ら
な
っ
て
い
る
i

は
，
へ社
#
主
義
経
済
学
の
基
本
的
論
理
の
上
に
_ 

;1
>

0
.か
り
.立
っ
て
、
#
に
社
会
主
義
的
生
産
関
係
の
特
質
と
、
そ
れ
に
照
応
す 

る
社
会
的
労
働
の
性
格
に
基
点
を
お
き
、
社
会
主
義
企
業
の
基
本
原
則
を
さ
ぐ 

ろ
ぅ
と
す
る
。.

こ
の
社
会
的
労
働
の
社
会
主
義
的
性
格
は
近
年
学
会
で
取
上
げ 

ら
れ
は
し
て
も
、
我
が
国
の
社
会
主
義
経
済
学
.の
.視
店
か
ら
は
、

一
方
で
所
有
. 

制
と
体
制
論
、
他
方
で
価
値
法
則
.原
価
計
算
、
投
資
効
率
論
の
展
開
の
谷
間 

に
ひ
そ
办
観
が
な
い
で
も
な
か
：っ
た
':
°
社
会
主
義
企
業
の
第
'一
段
階
に
お
け
る
_ 

性
格
規
定
と
、
独
立
採
算
制
原
則
♦
単

独

責

伍

制

に

つ

い

，
て

、

又

、

中

国

.の

独 

自

な

経

営

管

理

原

則

と

し

て

の

「

両

参
:*
一
 
改

•
三

結

合

の..原

則」

■■
の
.
.
性

格

に
 

つ
い
て
も
、
又
、：

国
営
企
業
の
財
務
管
理
め
総
合
目
的
と
し
て
の
収
益
性
.
0 

潤
処
分
計
画
遂
行
の
統
制
を
め
ぐ
っ
ノ
て
も
、：：
論
ず
べ
き
点
は
限
り
な
く
あ
る

が
、-
紙
数
も
つ
き
’た
の
で
別
の
機
会
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
'。

本
書
の
ょ
ぅ
な
、
経
済
学
の
基
盤
の
上
に
体
系
化
さ
れ
た
中
国
社
会
主
義
企 

業
経
済
学
の
#

門
書
の
出
現
を
深
く
喜
.ぶ

，の

は

筆

者

ば
か

.り

"で

.は

な

い

の

で

あ
 

る
。
 

-

-

.

(『

中
国
の
社
会
主
義
企
業』

-.
.ミ
、不
ル
ヴ
ァ
書
房
，
<

5 •■三
〇
〇
頁

• 
一
 

ニ
〇 

',
,•.
:〇
円
。：

い『

現
代
中
国
の
経
営
管
理』

ダ
ィ
ヤ
モ
ン
ド
社
• 

A

5 .三
〇 

:

.

'ニ

直

，
九

八

：〇

円
。>

.

,

.

■

:

v
日
本
経
済
調
査
協
y

 

.

^
 

-

-
 

'

-'
.

'

I国
連
貿
易
開
発
会
議
を
中
心
と
し
て——

.

-

:

深.
海
博
明

.

.

.

.■

.

. 

j 

:

:

‘：：.：
現
代
の
.世
界
経
済
の
中
心
的
な
問
題
が
、
い
わ
ゆ
る
南
北
問
題
で
あ
る
こ
と 

.
に
は
、
意
見
の
一
致
が

^
*
し
て
い
る
。
た
と
'え

ば

そ

れ

を

•
象

徴

す

る
も
の
と 

し

て

、
：

一-九

六

.〇

年

代

は

南

北

問

題

の

時

代

で

あ
る
と
い
わ
れ
、-'
'
国
際
連
合
で 

4

こ
の
六
〇
年
代
を
'「

開
発
の
ー
〇
年」

と
名
づ
け
、
こ
の
一
〇
年
の
主
要
経 

済
目
標
は
、.
開
発
途
上
.の
諸
国
.

(
d
e
v
e
l
o
p
i
n
g
I
n
t
r
i
e
s
)

が
、

一
九
七
〇
年
ま 

で
に
最
低
年
率
五
%
で
成
長
す
る
.よ
う
な
条
件
を
作
り
出
す
ご
と
で
：あ
る

と

し
"
.先
_

•低
.開
発
国
が
協
力
し
て
:'
'
南
北
問
題
、
南
北
の
発
展
格
差
解
消
土
光
繁

®
川
島
播
磨
重
工
業
株
式
会
社
会
長
を
委
員
長
、■
山
本
登
教
授
を
主 

の
•問
題
に
と
り
組
ま
ん
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
国
連
の
こ
の
'開
発
目
標
は
国
際
査
と

L

>
主
と
し
て
関
係
官
庁
、_
民
間
の
三
十
数
氏
を
動
員
し
て
ま
と
め
ら
れ 

質
易
と
援
助
に
対
し
て
直
接
的
関
連
を
も
.つ
て
ぃ
‘も
こ
.と
が
、
：全
世
界
的
に
受
.

た
も
の
で
あ
ケ
、
各
分
野
の
専
門
家
が
''
そ
れ
ぞ
れ
個
人
的
見
解
な
が
ら
、：
数

iけ
入
れ
ら
れ
、
低
開
発
国
の
成
長
を
促
進
し
:'
.
.こ
れ
を
妨
げ
な
い
よ
ぅ
な
国
際
. 

.質
易
環
境
を
作
り
出
す
た
め
に
、
一
九
六
.四
年
三
月—

六
月
.、ジ
i

ネ

ー

ブ

：
で

世
 

界
.

1

5

力
国
の
参
加
を
え
て
、

第

|

回
国
連
貿
易
開
発
会
議
が
開
催
さ
.

れ
て 

い
る
。
本
報
告
書
は
、
：こ
の
よ
ゔ
な
世
界
®

済
の
展
開
を
、
：と
く
に
国
連
貿
易
. 

開
発
会
議
に
中
心
を
お
い
て
と
ら
え
、：

南
北
問
題
の
基
本
的
考
先
方
を
明
ら
•か
. 

に
す
.る
：と
と
%-
に
、
'-
こ
：の
会
議
.に
よ
っ
.て
^
の
：よ
ぅ
な
結
論
が
蓴
き
出
さ
れ
、

： 

.
ま
た
そ
れ
が
2
1本
の
経
済
に
対
し
て
"
'ど
，の
'よ
ぅ
な
影
響
を
与
え
る
か
、
そ
し 

.

.て
日
本
は
：こ
■れ
.に
.ど
.
5
対
処
す
ベ
，き
か
^

い
.
.0 
.た
.問
題
を
.総
括
的か

；.

つ
..詳

細

に
 

，
論

議

：
•
分
析
し
.て
、お
り
、
/
と
.べ
に
次
の
意
味
；.，
理
由
に
よ
っ
て
、
重
要
な
注
目
：
 

に
値
す
る
も
办
と
な
.っ
で
1>
'
る
。

.

-

.

■

て
.
'
へ 

.

.第
ー
に
ー
本
報
告
書
の
冒
頭
に
提
言
が
か
か
げ
ら
れ
て
お
り
ぺ
南
北
問
題
に
：
 

対
す
る
積
極
的
姿
勢
が
}
か
が
わ
れ
る
こ
ど

、
；

と
く
に

日
本
経
済
調
査
協
議
会 

が
財
界
の
調
查
機
関
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
：.る
以
上
、
あ
.る
程
度
の
財
界
.
r 

済
界
の
■こ
の
問
題
に
対
す
る
方
向
.を
明
ら
か
に
し
て
い
る
.こ
と
、
第

霉

報
 

告
書
全
体
が
、
.経
済
：

g

合
理
性
.に
；よ
る
分
析
に
中
心
を
お
い)

て
，
お

り,;
'
:
南

北

問
 

題
に
対
す
る
通
念
、> 
新
し
.い
.常
識
を
打
ち
.出
し
.て
_い
る
.こ
と
、.
第

三

に

、

.：

日

本 

.
に
視
点
を
.お
ぎ
つ
' つ
も

、

パ
南
北
問
題
i

す
る
基
本
的
考
え
方
に
は
じ
.ま
り
、.

：

.，
 

菌

北

問

題

：に

対

す

る

わ

が

国

の

'経
済
政
策
の
論
_
に
1>
-
た
る
ま
で
、
非
常
.に
#: 

括
的
か
つ
広
範
に
問
題
が
と
ら
え
ら
れ
て
お
.り
.、
V南
北
問
題
に
関
す
も1

種
の 

パ
ィ
ブ
ル
.な
.い
し
辞
典
的
役
割
を
果
し
て
-ぃ
る
こ
.と

:;
'
窠
四
に
、本
報
告
書
は
.、
へ

.

.
書

.

評
.- 

.

.

.

.

.

.

. 多
く
.の
専
門
的
研
究
を
行
な
-0
て
い
る
こ
と
、
等
々
で
'あ
る
"

b
た
が
ら
て
マ
本
報
告
書
は
々
南
北
問
題
：に
関
し
て
関
心
を
も
つ
す
べ
て
の 

人
々
に
#
し)

て
、
興
味
あ
る
参
照
す
ベ
き

も

の
と

な

っ

て
.；

い
る
。
.す
な
わ
ち
南 

北
問
題
に
関
す
る
基
礎
的
理
解
、
。
ハ

ー

スぺ

タ

テ
ィ
ブ
を
与
え
る
啓
蒙
書
で
あ 

る
と
と
も
に
',
'
国
連
賀
易
開
発
会
議
の
経
緯
ど
問
題
点
、.
そ
の
後
の
展
開
を
知 

る
参
考
書
で
も
あ
り
、：
ま
だ
わ
が
国
の
'と
る
べ
き
態
度
，

方
向
、
各
産
業
部
門 

'別
.の
政
策
を
示
唆
す
る
政
策
指
示
書
で
も
あ
る
の
で
あ
る
* 

V

.

ニ 

.

.

.

.

:ッ
.

'

本
報
告
書
の.
構
成
に
お
.

い
.

て
：.は
、
ま
ず
五
〇
頁
弱
の
提
言
と
要
約
が
、
約
五 

'百
頁
も
の
本
論
に
先
立
っ.て
存
在
し
て
お
ゥ
、
；
本
論
は
、

三

部

(

第
一
部
、
南 

■

北
問
題
の
：基
本
的
考
え
方
、
第
一
.

一
部
、.

国
連
質
易
開
発
会
議
の
経
緯
と
問
題
点
、
第 

一

1

一
部
，
：南
北
問
題.と
'

わ
が
：国
の.
経済政策

)

，；よ

こ

.，
の
本
論
の
内
容
は
要 

約
^

お
い
，て
が
な
り
よ
く
、
：簡
潔
に
説
明
さ
れ
て
い

.

る
。

■
未
論
の
中
で
：ば
、
，
.
，
第

一

部

は、
' 世
界
経
済
論
お
よ
び
国
際
経
済
学
な
い
し
低 

■開
発
国
開
発
理
論
を
.基
礎
に
"
南
北
問
題
の
本
質
と
低
開
発
国
経
済
発
展
の
基 

.本
的
方&

が
明
ら
か
に
.さ
れ
て
お
.
.り
、
：興
味
深
い
。
.ま

た

第

二

部

は

.、

第

一

回
 

国
連
質
易
開
発
会
議
の
経
轉
と
問
題
点
を
明
確
に
ff
i
解
す
る
た
め
に
は
有
用
で
. 

あ
り
：
、
'第
三
.部
は
、
：.わ
が
国
の
：産
業
部
門
別
の
と
'る
べ
き
政
策
お
よ
び
質
易
政 

策
、
融
資
，

‘援
助
政
策
.、
産
業
調
整
政
策
に
関
す
る
詳
細
な
分
析
が
行
な
わ
れ

/ 

八

九

(

七
八
一)


